
平成２３年度　露地いちじく（桝井ド－フィン）病害虫防除暦

回数 散布時期 散布日 主な対象病害虫 薬剤名 散布濃度 10a散布量 収穫前日数
水100L当
たり薬量

カイガラムシ類 ・風のない日に丁寧に散布する。

ハダ二類 ・ｶﾐｷﾘﾑｼ類発生園はｶﾞｯﾄｻｲﾄﾞSを4月中に原液塗布する。

アザミウマ類 モスピラン水溶剤 ２，０００倍 前日 ５０ｇ
カミキリムシ類 ｺｻｲﾄﾞﾎﾞﾙﾄﾞ-　　　 １，０００倍 － １００g
疫　病 クレフノン ２００倍 ５００g

 オルトラン水和剤 ４５日前 ５０g

ｺｻｲﾄﾞﾎﾞﾙﾄﾞ-　　　 - １００g

アザミウマ類 モスピラン水溶剤 ２，０００倍 前日 ５０ｇ
カミキリムシ類 ｺｻｲﾄﾞﾎﾞﾙﾄﾞ-　　　 １，０００倍 － １００g
疫　病 クレフノン ２００倍 ５００g

アザミウマ類 ダントツ水溶剤 ３，０００倍 前日 33ｇ

疫　病 アミスター１０フロアブル 前日 １００ml

さび病

４月（発芽前） ・葉にかかると薬害を生じるので注意する。

７月下旬 ・4月と産卵期である7月の2回、株元から結果母枝まで塗布する。

※葉の銅（ボルド－）の薬害防止にのため、クレフノンを混合散布す。
※散布時期は目安です。生育及び病害虫の発生状況を判断し、適期防除に努めましょう。

使用時期 使用回数 散布量10a 薬剤名 使用時期 使用回数
収穫前日まで 3回 L 石灰硫黄合剤 発芽前 －
収穫7日前 3回 L コサイドボルド－ － －

タコニ－ル１０００ 収穫前日 ２回
※オルトラン水和剤については、使用時期、使用回数には十分注意すること。 アミスター１０フロアブル 収穫前日 ３回
※コサイドボルド－は、発芽期、収穫期には使用しない。 オルトラン水和剤 収穫４５日前 １回
　　（薬害及び果実汚れの恐れがあるので注意してください。） スカウトフロアブル 収穫前日 ３回

モスピラン水溶剤 収穫前日 ３回

使用時期 散布濃度 水１００L当たり薬量 収穫前日数 使用回数 園芸用キンチョ－ルE 収穫前日 ２回
発生初期 １，０００～１，５００倍 ６７g～１００g ７日 １回 サンマイト水和剤 収穫７日前 １回
発生初期 ２，０００倍 ５０g ７日 １回 ガットサイドS 収穫７日前（４月～７月） ３回

アクタラ顆粒水和剤 収穫前日 ２回
７月下旬頃 １，０００倍 １００ml 前日 １回 コテツフロアブル 収穫前日 ２回

※マイトコ－ネフロアブルは、ダニ大発生の場合、７月下旬防除（２回目）で散布しましょう。 ダントツ水溶剤 収穫３日前 ３回
※サンマイト、ピラニカは同系統の薬剤ですので、２剤の内どちらかを使用すること。

５０ml２００L

・１～２段目の果実の芽がわずかに開く頃　（果実の横径２０～２５㎜の頃）が散布の目安。
・収穫45日前・1回なので、収穫前日数に注意する。
・疫病の発生果実はほ場内に放置せず、ほ場外へ持ち出し処分する。

　月　　日 ５０g前日

１，０００倍
２００L

ダコ二－ル１０００ ２，０００倍

８月上中旬臨時

・疫病の感染初期なので、前年多発園地や多雨年には特に注意する。
・ｶﾐｷﾘﾑｼの幼虫が、木くず、虫ふんを出すので食入孔から 園芸用ｷﾝﾁｮ-ﾙEを噴霧し殺虫す
る。
・土壌から菌の跳ね返りを防ぐため、敷ワラ、マルチをする。

・降雨が多い時は、必ず多発するので、薬剤散布の間隔を詰めるとともに、排水対策を徹底
する。
・梅雨明け後も降雨が少なく高温乾燥が続く時は、ハダ二類の発生に注意し、発生が見られ
たら初期に殺ダニ剤を散布する。

・ｱｸﾀﾗ顆粒水溶剤に変えてｺﾃﾂﾌﾛｱﾌﾞﾙ2，000倍でもよい。
･腐敗果実はショウジョウバエの発生源となるのでほ場内に放置しない。
･ショウジョウバエは、酵母腐敗病の原因となるので、ほ場周囲にショウジョウバエの発生原
因となるもの（野菜くずなど）を放置しない。

・ハダニ多発園ではマイトコーネフロアブル１，０００倍を単用散布する。
・アミスター１０フロアブルに代えてダコニール１０００(２，０００倍)でも良い。

２００L２，０００倍ｱｸﾀﾗ顆粒水溶剤アザミウマ類

２００L 前日 ５０ml6 8月下旬 　月　　日 疫　病

6 ７月下旬 　月　　日

２００L
5 ７月１０日頃 　月　　日

4 　　月　　日６月２５日頃
アザミウマ類
疫病

JA佐渡　いちじく倶楽部

使用上の注意点

1 3月下旬～4月上旬 　　月　　日 石灰硫黄合剤 ７倍 ２００L 発芽前 １４L

2 ５月下旬～６月上旬 　　月　　日 ２００L

２，０００倍 ２００L

・ダコニール１０００に代えてランマンフロアブル（２，０００倍）でも良い。

臨時 収穫期間 　月　　日 アザミウマ類
･腐敗果実はショウジョウバエの発生源となるのでほ場内に放置しない。
･ショウジョウバエは、酵母腐敗病の原因となるので、ほ場周囲にショウジョウ
バエの発生原因となるもの（野菜くずなど）を放置しない。

前日２，０００倍スカウトフロアブル

原液塗布 ７日前

いちじく使用除草剤 いちじく使用農薬

塗布 　月　　日 カミキリムシ類 ガットサイドS

　／　　　　／　　　　／

ダニ剤の使用について
薬剤名

薬剤名 使用時期
バスタ液剤 　／　　　　／　　　　／

サンマイト水和剤
ピラニカ水和剤

マイトコ－ネフロアブル

ラウンドアップマックスロ－ド


